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対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間

最低限必要な

到達レベル（可）

生理学の基礎知

識を身につける。

生理学的な観点

から、身体の持つ

調節メカニズム

と細胞内外の情報

伝達の仕組みを

理解し、記述式試

験で評価する。

生理学的な仕組

みを認識でき

る。特に、動物の

生体調節機構と多

細胞細胞システム

を理解し、理論的

に考察ができる。

動物に備わる生理

学的調節機構を

認識できる。その

システムが生体内

でどの様な機能と

機構を持っている

か把握できる。

動物に備わる生理

学的調節機構を

認識できる。

科目目標
【MCC目標】

技術者に必要とされるライフサイエンス・アースサイエンスの基礎知識を有し、生物工学分野に応用できる。

基本的な生理学、特に動物に関する生理学の知識を持つ。生体の恒常性を維持するための仕組みを理解して

いる。

全ての授業にMCC目標 V-E-6, V-E-7,VIII-A・B・Cがあてはまる。

総合評価 中間テスト(30)と期末テストの点数（40）と、小テストの点数（30）で評価し、合計60％以上を合格とする。

科

目

達

成

度

目

標

目標

割合
科目達成度目標

達成度目標の

評価方法

ルーブリック

理想的な

到達レベル（優）

生命・生理を理解

するうえで、動

物のからだにお

ける細胞の仕組み

を理解する。

動物の生体内に

おいて、細胞の

種々の調節機能

を理解できる。細

胞が担うそれそ

゙れの役割を理

解しているか、記

述式試験で評

価する。

動物の生体内に

おいて、細胞の

種々の調節機能

を理解できる。

細胞が担うそれ

ぞれの役割を

理解し、その生理

調節機能の多様

性に関して理論的

な考察ができる。

動物の生体内に

おいて細胞の種々

の調節機能を理

解し、細胞が担

うそれぞれの役

割を理解してい

る。

細胞の種々の調

節機能を理解でき

る。

各組織器官の機

能を理解する。

生体内で様々な調

節機構が機能

していることを理

解できる。それ

ぞれが担う役

割を理解できて

いるか、記述式試

験で評価する。

動物の生体内に

おいて種々の調節

機構を理解し、理

論的な考察ができ

る。

動物の生体内に

おいて、種々の調

節機構が機能

していることを理

解できる。

動物のからだにお

ける生理調節機能

が存在することを

理解する。

本科・専攻科

教育目標
専⾨門的基礎知識を理解し、⾃自ら学ぶことのできる⼈人材を育成する

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

目標との関連 定期試験 小テスト レポート
その他（演習課題・発

表・実技・成果物等）
総合評価 セルフチェック

100

基礎的理解 ①、②、③ 50 30 80

評価項目 70 30 0 0

20
社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0

応用力（実践・専門・融合） ①、②、③ 20

0

授業概要、

方針、履修

上の注意

講義の内容を統括的に理解できること。具体的には、それぞれのテーマにおいて、その概要を講義を聞いてな

い人が理解できるように正しく説明できれば、十分に達成水準に達しているといえる。中間・期末試験の他、知

識の定着のため、小テストも実施する予定である。

主体的・継続的学修意欲



週 時間
セルフ

チェック

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 2

期末 [2]

30

①
②

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習

（予習・復習）内容

序論 生命現象について概観する

教科書・

教材

担当教員が準備したPPTスライド、プリントを用いて授業を進める。

生物学の歴史 細胞・進化

細胞と細胞小器官の構造・機能など 細胞小器官

タンパク質の合成 セントラルドグマ

生命を守る仕組み マクロファージ・抗体

体温調節・内分泌 ホメオスタシス

骨格筋の構造・筋収縮の仕組み・滑り説 モータータンパク質

循環系・血液・体液 血液成分

消化・吸収・代謝のしくみと栄養素のはたらき 消化

前期中間試験（行事予定で週変更可） 1から7週で学んだ知識の定着度の確認

細胞活動の基本 代謝経路によるエネルギーや物質の産生 代謝

細胞接着とシグナル伝達の仕組み 受容体

睡眠と体内時計 概日リズム

神経生理学の基礎 活動電位

感覚が受容される仕組み 味覚・嗅覚・視覚・聴覚

免疫

神経系と感覚の受容の仕組み①

神経系と感覚の受容の仕組み②

恒常性維持機構①

期末試験

講義の予習復習と試験対策 各３時間×1５回

小テストのための準備時間 各５時間×３回

生物学の基本

学習時間合計 実時間 22.5
自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間

タンパク質の種類や機能

恒常性維持機構②

循環系の構造

消化・栄養・代謝

筋収縮の仕組み

細胞の構造①

細胞の構造②

備考欄

本科目の主たる関連科目は生化学(3年)、生理学実験(4年)、生物資源利用学(4年)、生命科学(4年)である。 

(モデルコアカリキュラム)V-E-6, V-E-7,VIII-A・B・C

(学位審査基準の要件による分類・適用)

専門科目 ④ A-1群 生化学に関する科目


